
        

            

北部 Aブロック総体が６月１０日（土）から鳴門市と板野郡の各会場で始まり、県大会、四国大会、全

国大会へとつながります。これまで支えていただいた方々への感謝の思いを力に変え、練習してきた成果

が十分に発揮できることを祈っています。 

【北部 Aブロック総体の日程】 

競技種目 試合日・開始時刻 会場 初戦の対戦相手 

軟式野球 6/1０（土） ９：００ 松茂中第二 G 大麻中 対 鳴門第一中 

サッカー 6/1０（土）１３：３０ 板野田園パーク 大麻中 対 上板中 

ソフトテニス女子 6/1０（土） ９：００ 鳴門桑島テニス場 大麻中 対 北島・松茂の勝者 

バスケットボール男子 6/1０（土）１４：２０ 藍住町民体育館 大麻中 対 鳴門第一中 

バスケットボール女子 6/1０（土）１０：２０ 藍住町民体育館 大麻中 対 北島中 

バレーボール 6/17（土）  YGKドーム  大麻中 対 北島中 

卓球男子 6/1０（土）、11（日） アミノバリュー  

卓球女子 6/1０（土）、11（日） アミノバリュー  

剣道 男子 6/17（土）１１：２０ 板野町健康の館 大麻中 対 鳴門第一中 

剣道 女子 6/17（土） ９：４０ 板野町健康の館 大麻中 対 藍住東中 

水泳 6/17（土） ９：００ 鳴門第一中  

バドミントン 6/17（土）、1８（日） 松茂町総合体育館  

※駐車場や観戦マナーを守りながら、子供たちへの応援をよろしくお願いいたします。 

 

【識字学級との交流】 5月２５日（木）  大麻中学校 多目的ホール・会議室・図書室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇７月後半・８月 行事予定◇ 

 

 

 

 

令和 ５年度 ３号 

６月６日（火）発行 

文 責  大麻中学校長 

 

☆いよいよ北部 Aブロック総体がはじまります 

    

 識字学級との交流会では、4つのグループに分かれての意見交換や手話を交えた合唱など、充実した時

間を過ごすことができました。特に、グループでの意見交換会では、識字学級の皆さんの思いを直接聞く

ことができ、差別を身近な問題として受け止めることができました。私たちの一人一人が差別をなくし、

幸せな社会をつくる一人となれるよう、人権教育の実践力を高めていきたいと考えています。 

7月 8日（土）～24日（月）県中学校総体       7月 29日（土）～8月 9日（水）四国中学校総体 

7月 20日（木）夏休み前集会             7月 31日（月）全校登校日 

7月 21日（金）夏季休業日開始、個人懇談開始～27日 8月 17日（木）～26（土）全国中学校総体 



◇「ありがとう」について   ２年生では、５月のテーマとして『ありがとう』について考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

eとくしま財団による情報モラル教室  6月2日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               スマホ・携帯談話の使い方 鳴門市教育員会・鳴門市児童生徒校外補導連盟幹事会より 

 

  

   

〇「ありがとう」の数だけ賢くなるのはどうしてか？  

 （生徒の意見から） 

・「ありがとう」と言ったら，自分も相手も気持ち良くなる。毎日親に感謝しているけれど「ありがと

う」が言えてない。これからは言葉で感謝の気持ちを伝えたい。 

・「ありがとう」というと，自分が素直になれ，コミュニケーションもとれるなと思った。 

・「ありがとう」という時がわかると，あたりまえのことがあたりまえではなくなる。「ありがとう」

を言うのをあたりまえにしたい。いろいろなことを気づける人になりたい。 

・「ありがとう」は自分も成長でき，相手の心もあたたかくなるすてきな言葉。今は家族にも言うよう

に心がけている。続けようと思う。 

・叱られた時こそ「ありがとう」が言えたら，叱ってくれる人の思いがわかり改善するという気持ちの

表れだから，ありがとうの数だけ賢くなれると思った。 

（学年主任から）  

 「ありがとう」には３つの種類があると言うのを聞いたことがあります。１つ目は誰かに何かをして

もらった時に言う「ありがとう」です。２つ目はあたりまえのことに対しての「ありがとう」です。日

常の生活が送れることの有り難さを忘れないでいたいです。そして３つ目は人生の試練に対する「あり

がとう」です。これを理解するのは大人でも難しいことです。なぜ試練に対して「ありがとう」なのか，

このことについてもこれから生徒たちと一緒に考えていきたいと思います。 

私たちは、便利で豊かな生活を満喫していますが、スマートフォンや携帯

電話等の使い方を誤ってしまうと様々なトラブルにつながり、時間と場所を

省みずに使っていると依存症につながることもあります。情報の発信や受信

は、個人の自由に任されていますが、ネット上での情報は、世界中とつなが

っており大きな責任が伴います。 

情報モラル教室では、ルールを守り、互いを尊重した情報の交信や通話が

重要であることや、自分でルールを決めて使うことの大切さを学びました。

家庭と学校が連携し、より良い使い方ができるよう支援していきましょう。 


